携帯電話等に使わるカメラモジュールは、年10億個超の膨大な市場を形成し、今後更なる伸長が見込まれています。「カメラは加熱してはならない」という「思い込み」から、その実装は「非効率方法」が主流を占めていました。しかし、最近ではリフロー化が急激に進展しています。そこで、「物造りの原点」より、リフロー技術関連項目を抜粋・加筆し、最新の技術動向を１冊にまとめたのが本著です。
